
  
波ダンボールをつなげて、自由に形を変えながら作っていく巨大迷路。子どもたちは「こうしよう」「こっちが通れるよ」
と声をかけ合いながら、道や形を少しずつ作り上げていく。チェックと修正を重ね完成した迷路の中に入ってみると、くね
くね曲がる道や思わぬ行き止まりに出会い、夢中で歩き回る。素材の特性を手を動かす中で学び、友だちとの協力や発見の
よろこびを味わい、創造力が育まれる良い時間となった。
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どこを
留めたらいいかな？

波ダンボ
ール

１枚から２枚に広げて
お友だちともつなげて

すぐ身体に巻いちゃう

ここを持ったらハートみたい

複雑なカタ
チ

素材の
  実験

波なみダンボールを　つなげて
おうちみたいに囲んで　中に入るのも楽しい
くねくね　自由自在に形や道をつくっていく



みんなの工夫で出来た　巨大迷路！
声をかけ合いながら　力を合わせて
どんどんカタチが出来ていく

出来た迷路を歩くと
ちょっぴりドキドキ　わくわくする

友だちとの関わりからイメージが広がる

高さが違うダンボールは
斜めに留める

つなげる

洗濯バサミの置き方の工夫

迷路を
　通る

道が繋がってるか
チェックと修正を重ね完成！

カタチも面白い


